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はじめに
明石市には、おだやかな瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

を臨
のぞ

む美しい海岸線をはじめ、ため池群
ぐん

や田園地
ち

帯
たい

、里山林な
ど豊

ゆた

かな自
し

然
ぜん

が残
のこ

されており、多様な生物が生息・生育する場となっています。しかしながら、これ
まで田んぼや水路、ため池などでふつうに見られていたトノサマガエルやミナミメダカなどは、宅

たく

地
ち

整
せい

備
び

や農
のう

薬
やく

の使用などにより生息に適
てき

した環
かんきょう

境が少なくなり、目にする機
き

会
かい

が減
へ

ってきています。
このような状

じょう

況
きょう

のなかで、明石市では、2011 年に「生物多
た

様
よう

性
せい

あかし戦
せんりゃく

略」を定め、「いろいろ
な生きものが生息・生育するまち❝あかし❞」を目指し、生物多様性を守る取り組みを進めています。
2019 年 3 月には、「明石市の大切にしたい生きもの～明石市レッドリスト～」を作

さく

成
せい

し、277 種
しゅ

の
生きものを選

せん

定
てい

しました。
このレッドリストガイドブックには、レッドリストに選定した 277 種の貴

きちょう

重な野生生物の情
じょうほう

報を
掲
けい

載
さい

しています。明石市ではどのような生きものが減ってきているのか、また多くの人がくらす都会
でありながら、意外と多くの生きものたちが身近にいること、そんな生きものたちが生きる自然につ
いて、ぜひ皆

みな

様
さま

に知っていただければと思います。
そして、この大切にしたい生きものや自然を将

しょう

来
らい

世代に引き継
つ

ぐため、多くの方が身の回りの自
然に目を向け、環境への負

ふ

担
たん

の少ない生活へと見直していただくなど「人にも自然にも地球にもやさ
しいまち・あかし」を目指すきっかけになれば幸いです。

2022 年（令和 4 年）3 月 明石市
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明石市レッドリストとSDGs
　「SDGs」とは、「持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開発目
もく

標
ひょう

」のことで、
よりよい世界をつくるため、2015 年の国

こく

連
れん

サミットで決め
られた 17 の目標です。明石市は、2020 年 7 月 17 日に「SDGs
未
み

来
らい

都市」に認
にん

定
てい

され、2030 年のあるべき姿
すがた

として、「SDGs
未来都市・明石～いつまでも すべての人に やさしいまちを 
みんなで～」を掲

かか

げ、SDGs の 17 のゴールを目指しています。
　「生

せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

あかし戦
せんりゃく

略」を推
すい

進
しん

するため、「明石の大切に
したい生きものリスト ～明石市レッドリスト～」をつくり、
明石市の自然や生きものを守って
いこうとする取り組みは、17 の目
標のうち、主に「14 海の豊

ゆた

かさを
守ろう」「15 陸

りく

の豊かさも守ろう」
に貢

こう

献
けん

するものです。



明石市の大切にしたい生きもの ～明石市レッドリスト～ とは？
「明石市の大切にしたい生きもの ～明石市レッドリスト～」は、明石市にいる生きもののうち、す

みかがなくなったり数が減
へ

ったりして、このままでは明石市からいなくなってしまうかもしれない種
しゅ

、
または前に明石市にいましたが、今は見られなくなっている種をリストにしたものです。

どのような生きものがどれくらい減っているのかがわかるよう、リストの生きものは次の 4 つの
カテゴリーに分けています。

カテゴリー 説
せつ

明
めい

A 特
とく

に減っている種。明石市で数が特に少ない種、または生息・生育 環
かんきょう

境
が悪くなっていて、その環境を守らなければならない種。

B
減っている種。明石市で数が少ない種、減ってきている種、またはよい
自
し

然
ぜん

環境の目安になる種で、その環境を守りたい種。

要調査 情
じょうほう

報が十分になく判
はん

断
だん

が難
むずか

しい種。

今見られない 明石市に前にはいたが、今は見られない種。
※説明はやさしい文章に書きかえています。またカテゴリーの順序を入れかえています。正式な定義、順序は明石市ホームページをごらんください。

明石市でこれまでに 
見つかった生きものの 
11% にあたる 277 種が 
選
えら

ばれています。

分
ぶん

類
るい

群
ぐん A B 要

よう

調
ちょう

査
さ 今見られない 合計

哺
ほ

乳
にゅう

類
るい 2 3 5

鳥類 11 21 17 49

爬
は

虫
ちゅう

類
るい 2 2 4

両生類 4 1 5
魚類 4 12 1 17

昆
こん

虫
ちゅう

類
るい 9 23 46 3 81

植物 31 59 11 15 116
合計 63 121 75 18 277

明石市の環
か ん

境
きょう

と生きもの
たくさんの人がくらす明石市。生きものにとって大切な環境は、どのような場所でしょうか。 

また、そこにはどのような生きものがいるでしょうか。

　
　
　
　
　
　
　

　瀬

戸川

　
　　　

　赤

根川

　
　
　
　
　
　

　　

谷
八
木
川

　

明
石
川

　
朝
霧

川

金
かな

ケ
が

崎
さき

公園

大
おお

久
く

保
ぼ

町松
まつ

陰
かげ

・松陰新田

ため池群
ぐん

河
か

川
せん

海岸

里山林➡ p2 へ

公園➡ p4 へ

公園
➡ p4 へ

河川
➡ p3 へ

海岸➡ p4 へ

ため池➡ p3 へ

明石公園

農
のう

耕
こう

地
ち

農耕地
➡ p2 へ

農
のう

耕
こう

地
ち

農耕地
➡ p2 へ
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トノサマガエル

農
の う

 耕
こ う

 地
ち 市

し

街
がい

地
ち

の多い明石市ですが、西部地
ち

域
いき

には水田や畑などの農耕地が見られます。
田んぼにくらすカエルやトンボ、水路にすむメダカやドジョウ、それらを食べる鳥、
畦
あぜ

のような明るい草地に生える植物など、農耕地は多くの生きものを育
はぐく

んでいます。
田んぼや畑がなくなると、これらの身近な生きものも姿

すがた

を消してしまいます。

タマシギ

スズサイコ

チュウサギ

ヘイケボタル

ミヤマアカネ

コウベモグラ

ドジョウ
ツチガエル

ヒメミソハギ

里 山 林
明石市には高い山や広い山地はありませんが、大

おお

久
く

保
ぼ

町松
まつ

陰
かげ

・松陰新田には、まとまった
里山林が残

のこ

されています。里山林は、樹
じゅ

林
りん

にくらす生きものはもちろん、周
しゅうへん

辺のため池・
湿
しっ

地
ち

や水田と林を行き来して生活する生きものにとっても、欠
か

かせない場所になっています。

キビタキ

モンスズメバチ

キンラン

コヒロハハナヤスリ

アカシジミ

ニホンアカガエル

タヌキ
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河
か

  川
せ ん 明石川をはじめとして、朝

あさ

霧
ぎり

川、谷八木川、赤根川、瀬
せ

戸
と

川などの河川が明石市を流れ、
瀬戸内海へ注ぎます。水の中にはカマツカなどの魚、石の多い河

か

原
わら

にはイカルチドリなどの
鳥や虫、河

か

川
せん

敷
じき

には草地の植物など、川は多くの生きもののすみかであるとともに、
生きものが他の場所へ移

い

動
どう

するときの通り道としても大切な役
やく

割
わり

を果たしています。

イカルチドリ

カマツカ

ニホンイシガメ

ゴキヅル

カヤネズミ

イヌハギ

シルビアシジミ

アユ

セグロセキレイ

昔から水不
ぶ

足
そく

に悩
なや

まされてきた明石市には、数多くのため池があります。
ため池や湿

しっ

地
ち

には、流れのない水の中で生活する昆
こんちゅう

虫や魚、これをエサに集まる鳥、水草や
水
みず

辺
べ

に生える植物など、たくさんの生きものがくらしています。
中には絶

ぜつ

滅
めつ

が心配されるオニバスなどの希
きしょう

少な生きものも見られます。

た め 池

オニバス

ハッチョウトンボ

ヒメタイコウチ

ホザキノミミカキグサ

カワセミ

ギンブナ

3



海  岸
海に面した明石市は、東の大

おお

蔵
くら

海岸から西の魚住海岸まで、16km の長い海岸線をもちます。
海岸の多くは人の手で整

せい

備
び

された人工海
かい

浜
ひん

ですが、整備されてから年月が経
た

ち、
今ではいろいろな生きものを見ることができます。
特に明石川より西では砂

すな

浜
はま

が多く、いろいろな海浜植物が生育しています。

ハマゴウ

ハマエンドウ

シロチドリ

ヤマトスナハキバチ

アカウミガメ

シラウオ

ミサゴ

シロスジコガネ

明石市には、明石公園と金
かな

ケ
が

崎
さき

公園という大きな公園があります。
どちらの公園にも広い林や池があり、市

し

街
がい

地
ち

が広がる明石市の中で、生きもののすみかと
して大切な場所になっています。
この他にも、街

まち

の中の公園やお寺、神社の森には、意外といろいろな生きものがすんでいます。

公  園

オオルリ

ゴイシシジミ

イヌノフグリ

アオバズク

コカブトムシ

ニホントカゲ
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クロツラヘラサギA

冬または渡
わた

りの時期に見られるトキの仲
なか

間
ま

。黒い顔とヘラのようなくちばしが特
とく

徴
ちょう

です。海岸や池、水田などの浅
あさ

い水の
中で、エサをとったり休んだりします。

ヨシゴイA

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥。ヨシ原、湿
しっ

地
ち

、
水田などで子育てをします。草の中にい
ることが多い鳥です。じっと動かず待ち
ぶせして、魚やカエルを捕

つか

まえます。

トモエガモA

冬を日本ですごす渡
わた

り鳥で、池や河
か

川
せん

で
見られます。オスの顔は、うす黄色と緑、
黒の三色の巴（ともえ）模

も

様
よう

。メスは全
体に茶色っぽい色をしています。

ヒクイナA

水田や湿
しっ

地
ち

、池、河
か

川
せん

にすんでいます。
歩きながら虫やカエル、エビなどを探

さが

し、草の種
たね

も食べます。夕方から夜に、
「キョッキョッキョッ…」と鳴きます。

鳥類
A ： 11 種
B ： 21 種

要調査 ： 17 種

ニホンアナグマB

森林やササやぶにくらし、長いトンネル
を掘

ほ

って生活します。夜にミミズや虫、
カエル、果

くだ

物
もの

やドングリを探
さが

して歩きま
す。冬は巣

す

穴
あな

で冬ごもりをします。

キツネB

里山の森林にくらし、草原や農
のう

耕
こう

地
ち

にも
姿
すがた

を見せます。ネズミや小鳥、虫などの
動物のほか、果

か

実
じつ

も食べます。土の中に
巣
す

穴
あな

を掘
ほ

って子育てをします。

タヌキB

山の森から人里近くの雑
ぞう

木
き

林
ばやし

、公園の林
などにもすんでいます。果

くだ

物
もの

やドングリ、
虫、ミミズ、カエル、サワガニなど、い
ろいろなものを食べます。

カヤネズミA

日本で一番小さいネズミで、ため池の周
りなどの背

せ

の高い草地にすんでいます。
ススキやチガヤなどの草の葉を編

あ

んで丸
い巣

す

をつくり、その中で子育てをします。

カヤネズミ
の

巣

コウベモグラA

草原や農
のう

耕
こう

地
ち

、森林にすんでいます。土
の中にトンネルを掘

ほ

って、ミミズや虫を
食べます。掘った土が地面に盛

も

り上がっ
たものを「モグラ塚

づか

」といいます。

　
　
　
　
モ
グ

ラ
塚

哺
ほ

乳
に ゅ う

類
る い

A ： 2 種
B ： 3 種

明石市レッドリストの生きもの

生きものの名前A

＜見られる時期や行動、特
とく

徴
ちょう

など＞

カテゴリー：

A、B、要
よう

（要
よう

調
ちょう

査
さ

）、

今（今見られない）

見られる環
かんきょう

境：

p1 参
さん

照
しょう

＜写真・イラスト＞

生きものの説
せつ

明
めい

の

見方はこちら
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チュウサギB

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、水田や畑で
カエルや虫などを食べます。同じ仲

なか

間
ま

の
ダイサギやコサギと比

くら

べると、水
みず

辺
べ

より
も農

のう

耕
こう

地
ち

や草地にいることが多いです。

ヒメウB

海にすむウの仲
なか

間
ま

で、青や緑に光る黒い
体をしています。よく見られるカワウや
ウミウより小さく、顔が黒いのが特

とく

徴
ちょう

で
す。水に潜って魚などを食べます。

ツクシガモB

冬を日本ですごす渡り鳥で、海
うみ

辺
べ

に多い
カモの仲

なか

間
ま

ですが、明石市ではため池で
見られます。白い体に黒い頭、ピンク色
のくちばしが特

とく

徴
ちょう

です。

コクガンB

海にくらすガンの仲
なか

間
ま

です。海岸の近く
で海

かい

藻
そう

を食べます。冬に日本にやってき
ますが、北海道や東北地方に多く、兵

ひょうご

庫
県
けん

で見つかることは珍
めずら

しい鳥です。

クイナB

背
せ

の高い草の生えた水
みず

辺
べ

にくらし、姿
すがた

を
見ることの少ない鳥です。大きな足で水
辺を歩き回って、虫などの小さな動物や
草の種

たね

などを食べます。

カワセミA

川や池のそばでくらす小鳥です。背
せ

中
なか

は
明るい青色、お腹

なか

はオレンジ色をしてい
て、その姿

すがた

は「青い宝
ほう

石
せき

」ともいわれま
す。水に飛

と

びこんで魚を捕
つか

まえます。

アオバズクA

夏を日本ですごし、里山やお寺などの森
で子育てをするフクロウの仲

なか

間
ま

です。夜
に活動し、昼間は休んでいることが多い
です。「ホッ、ホッ」と鳴きます。

オオタカA

山地の森林から人里近くの林にくらす、
カラスと同じくらいの大きさのタカの仲

なか

間
ま

です。林や草地で、鳥やウサギなどの
動物を捕

つか

まえて食べます。

ミサゴA

海や大きな川、池の近くでくらすタカの
仲
なか

間
ま

です。大きな体で水の中へ豪
ごう

快
かい

に
突
つ

っ込
こ

んで魚をとります。長い翼
つばさ

に白い
お腹

なか

、目を横切る黒い線が特
とく

徴
ちょう

です。

コアジサシA

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、海や池の上
を低

ひく

く飛
と

んで魚を捕
つか

まえます。海岸や河
か

原
わら

、時には工事現
げん

場
ば

などの砂
すな

や石の多い
広い場所に集まって、子育てをします。

タマシギA

オスが子育てをする鳥で、メスのほうが
目立つ色をしています。水田や湿

しっ

地
ち

でく
らし、姿

すがた

はあまり見られませんが、初
しょ

夏
か

の夜、メスは「コゥコゥ」と鳴きます。

シロチドリA

海岸や海に近い川にすんでいます。砂
すな

浜
はま

をチョコチョコと走っては小さな虫など
を捕

つか

まえます。明石市の海岸では卵
たまご

を産
う

み、ヒナを育てる様子が見られます。
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サシバB

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、里山の森林
で子育てをするタカの仲

なか

間
ま

です。山の近
くの水田で、カエルやヘビなどを捕

つか

まえ
ます。「ピックイー」と鳴きます。

ハチクマB

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、山地の森林
にすむタカの仲

なか

間
ま

です。小さな動物を食
べますが、特

とく

に虫のハチが好
す

きなことか
ら、「ハチクマ」の名前がつきました。

ズグロカモメB

冬を日本ですごす渡
わた

り鳥で、海
うみ

辺
べ

にいる
ことの多いカモメの仲

なか

間
ま

。夏には頭が黒
くなるので「頭

ず

黒
ぐろ

」の名がありますが、
日本にいる冬には白い頭をしています。

セイタカシギB

春と秋に日本に立ち寄る渡
わた

り鳥。黒と白
の体に長く赤い足をもつ、スマートな鳥
です。水田や湿

しっ

地
ち

でくちばしを水にさし
こみながら、虫などの食べ物を探

さが

します。

ハマシギB

春と秋に日本に立ち寄る渡
わた

り鳥。冬を日
本ですごすものもいます。海

うみ

辺
べ

などで虫
やゴカイを食べます。群

む

れでいることが
多く、大

たい

群
ぐん

が一斉に飛
と

ぶ様子は壮
そう

観
かん

です。

オジロトウネンB

春と秋に日本に立ち寄る渡
わた

り鳥で、冬を
日本ですごすものもいます。浅い水

みず

辺
べ

や
泥
どろ

地
ち

で虫などを食べます。よく似
に

たトウ
ネンは足が黒色で、この種

しゅ

は黄緑色です。

キョウジョシギB

春と秋に日本に立ち寄る渡
わた

り鳥で、海
うみ

辺
べ

や川で見られます。茶色と黒のまだら模
も

様
よう

の背
せ

中
なか

が京都の女
じょ

性
せい

の着物にたとえら
れ、「京

きょう

女
じょ

」の名がつきました。

キアシシギB

春と秋に日本に立ち寄る渡
わた

り鳥。海
うみ

辺
べ

や
川、水田などで見られます。胸

むね

の細かい
しま模

も

様
よう

と黄色い足が特
とく

徴
ちょう

で、シギの仲
なか

間
ま

の中では目にすることの多い鳥です。

タカブシギB

春と秋に日本に立ち寄る渡
わた

り鳥。水田や
湿
しっ

地
ち

、川などで見られます。こげ茶色の
背
せ

中
なか

にはタカの羽のような細かい斑
はん

点
てん

が
あり、「鷹

たか

斑
ふ

」の名がつきました。

アカアシシギB

春と秋、旅の途
と

中
ちゅう

に日本に立ち寄
よ

る渡
わた

り
鳥です。海

うみ

辺
べ

や湿
しっ

地
ち

で虫やゴカイなどの
動物を食べます。名前のとおり、赤い足
とくちばしが特

とく

徴
ちょう

です。

オグロシギB

春と秋に日本に立ち寄
よ

る渡
わた

り鳥。水田や
湿
しっ

地
ち

、海岸などで虫やミミズなどを食べ、
羽を休めます。春は頭から胸

むね

が赤茶色で
すが、秋にはうすい色になります。

ヨタカB

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、山地の森林
や草地で、夜に飛

と

びながら大きな口で虫
を捕

つか

まえます。昼間は木の枝
えだ

そっくりの
色で、じっととまって休みます。
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ソリハシシギ要

春と秋に日本に立ち寄
よ

る渡
わた

り鳥で、海
うみ

辺
べ

などで見られます。オレンジ色の足と、
上にそったくちばしが特

とく

徴
ちょう

です。小走り
に動き回り、特にカニをよく食べます。

イカルチドリ要

川の中の石の多い河
か

原
わら

や中州などで見ら
れる小鳥です。石によく似

に

た模
も

様
よう

の卵
たまご

を
産
う

み、生まれたヒナも石のような色をし
ています。「ピォ」などと鳴きます。

キビタキB

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、山地から人
里の木のよく茂

しげ

った森で見られます。オ
スは黒い羽に黄色の胸

むね

があざやかです。
メスは目立たない色をしています。

アジサシ要

春と秋の渡
わた

りの時期に、海の上や海
うみ

辺
べ

で
見られます。春には海の上を大

たい

群
ぐん

で飛
と

ん
で、北へ向かいます。秋には海辺で羽を
休め、南への長旅に備

そな

えます。

オオアジサシ要

日本の南の島で子育てをする鳥で、明石
市で見られることはそれほど多くありま
せん。くちばしが黄色く背

せ

中
なか

は灰
はい

色
いろ

で、
頭の黒い羽は長くボサボサしています。

コアオアシシギ要

春と秋に日本に立ち寄
よ

る渡
わた

り鳥で、冬を
日本ですごすものもいます。長い足で水
田や湿

しっ

地
ち

、海
うみ

辺
べ

などの浅
あさ

い水
みず

辺
べ

を歩き回
り、虫や貝などのエサを探

さが

します。

オオハシシギ要

春と秋に日本に立ち寄
よ

る渡
わた

り鳥で、冬を
日本ですごすものもいます。池や水田、
海岸などで、浅

あさ

い水
みず

辺
べ

を歩いてくちばし
を泥

どろ

の中にさしこみ、エサを探
さが

します。

ヘラサギ要

冬を日本ですごす渡
わた

り鳥で、トキの仲
なか

間
ま

です。海
うみ

辺
べ

や湿
しっ

地
ち

、池などで、ヘラのよ
うに先が広がったくちばしでエサをとっ
たり、首を背

せ

中
なか

に乗せて休んだりします。

ササゴイ要

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥。羽のササの葉
模
も

様
よう

から「ササゴイ」の名がつきました。
川や池でじっと動かずねらいを定め、魚
やカエルを捕

つか

まえます。

オオヨシキリB

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、背
せ

の高い草
の生える川や池の周

まわ

りの草地などで見ら
れます。初

しょ

夏
か

から夏、大きな声で「ギョ
ギョシ、ギョギョシ」とよく鳴きます。

ハヤブサB

山地や海岸、川、農
のう

耕
こう

地
ち

など開けた場所
で見られます。飛

と

んでいる鳥を高いとこ
ろから急

きゅう

降
こう

下
か

して捕
つか

まえます。山地や海
岸の崖

がけ

に巣
す

を作って子育てをします。

フクロウB

巣
す

になる穴
あな

のある大きな木の生えた、山
地の森林にくらしています。昼間は休ん
で夜に活動し、ネズミなどを捕

つか

まえます。
「ゴロッホ、ホッホ」と鳴きます。
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セグロセキレイ要

川の上流から中流で見られる、白と黒の
スマートな小鳥です。長い尾

お

を振
ふ

りなが
ら地面を歩き、虫を捕

つか

まえます。似
に

た仲
なか

間
ま

に顔の白いハクセキレイがいます。

オオルリ要

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、山地の森林
にくらしますが、渡りの時期には公園の
林などでも見られます。オスは頭と背

せ

中
なか

が青く、メスはうす茶色をしています。

サンコウチョウ要

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、スギやヒノ
キのある林を好

この

みます。オスの長い尾
お

と、
くちばしと目の回りのブルーが特

とく

徴
ちょう

。「ツ
キヒホシ、ホイホイホイ」と鳴きます。

コミミズク要

冬を日本ですごす渡
わた

り鳥で、河
か

川
せん

敷
じき

や農
のう

耕
こう

地
ち

などの草地で見られるフクロウの仲
なか

間
ま

です。杭
くい

などにとまってねらいを定め、
ネズミなどを捕

つか

まえます。

オオコノハズク要

山地の森林にくらすフクロウの仲
なか

間
ま

で
す。体は木のような模

も

様
よう

をしていて、頭
に耳のような羽（羽

う

角
かく

）があります。夜、
ネズミなどの小さな動物を狩

か

ります。

ツミ要

山地の森林から街
まち

の公園の林などでも見
られる、ハトより小さなタカの仲

なか

間
ま

です。
小鳥や虫を捕

つか

まえて食べます。「キィー
キッキッキッ」などと鳴きます。

カンムリウミスズメ要

世界でも日本の周
まわ

りの海にしかいない鳥
です。夏に小さな島々で子育てをし、冬
には岸から離

はな

れた海の上ですごします。
うすい水色のくちばしをしています。

ウミスズメ要

冬を日本ですごす渡
わた

り鳥で、北海道では
夏をこすものもいます。海に潜

もぐ

って、魚
やエビなどの動物を食べます。やや太め
のうすいピンクのくちばしが特

とく

徴
ちょう

です。

マダラウミスズメ要

主に北日本で冬をすごす渡
わた

り鳥ですが、
数が少なく、目にする機

き

会
かい

は少ないで
す。明石の海にもあらわれることがあり
ます。肩

かた

の羽が白いことが特
とく

徴
ちょう

です。

明石いきものコラム明石の鳥たち
　海に面し、東西に長くのびる明石市。どんな場所にどんな鳥がいるでしょうか。

　日本有数の数を誇
ほこ

るため池には、豊
ほう

富
ふ

な水草が育ち、たくさんのサギ類
るい

や、冬鳥のカモ類などの水
みず

辺
べ

の
鳥が、エサを食べたり休んだりする場所になっています。春と秋の渡

わた

りの季
き

節
せつ

には、遠くからやってくるシギ・
チドリの仲

なか

間
ま

が羽を休める、渡りの中
ちゅう

継
けい

地
ち

にもなります。
　潮

しお

の流れの速い明石海
かいきょう

峡には魚が多く、カモメなどの海鳥がエサを求
もと

めて集まります。海
岸の砂

すな

浜
はま

では、シロチドリが卵
たまご

を温め、やがて小さなヒナが生まれます。
　大きな森の少ない明石市では、森にくらす渡り鳥が明石公園や金

かな

ケ
が

崎
さき

公園に集まり、春と
秋にはいろいろな種

しゅ

類
るい

の鳥を見ることができます。旅の鳥たちにとって、都市の中の公園の
緑はオアシスに見えるかもしれませんね。
　明石の鳥たちについては、明石市立文化博

はく

物
ぶつ

館
かん

の『明石の野鳥』に詳
くわ

しく書かれています。
明石の自

し

然
ぜん

と鳥たちのかかわりがよくわかります。ぜひ読んでみてください。
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トノサマガエルB

水田や池にすみ、虫やクモなどを食べて
います。足が長く、動きの素

す

早
ばや

いカエル
です。春になるとオスは田んぼでなわば
りをつくり、夜に大きな声で鳴きます。

ツチガエルA

水田や池にすむ茶色っぽいカエルです。
背
せ

中
なか

にイボがたくさんあり、「イボガエ
ル」ともよばれます。オタマジャクシの
まま冬をこす珍

めずら

しいカエルです。

ナゴヤダルマガエルA

水田にくらす、トノサマガエルによく似
に

たカエルです。虫やクモなどを食べます。
水田が減

へ

ったり、コンクリートで整
せい

備
び

さ
れたりしたため、数が減っています。

ニホンアカガエルA

水田の周りの草地や池のそばの森林にす
んでいて、クモや虫を食べます。冬に卵

たまご

を産
う

むと、もう一度冬
とう

眠
みん

して、暖
あたた

かくな
ると動きはじめる習

しゅう

性
せい

があります。

セトウチサンショウウオA

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

にすむ小さなサンショウウオで
す。全身が茶色っぽい色をしています。
冬から春、浅

あさ

い水の中に、透
とう

明
めい

な卵
らん

のう
に包

つつ

まれた卵
たまご

を産
う

みます。

両生類
A ： 4 種
B ： 1 種

ヒバカリB

農
のう

耕
こう

地
ち

の周
しゅう

辺
へん

にいて、特
とく

に水
みず

辺
べ

を好
この

みま
す。泳ぐのが上手で、カエルやミミズな
どを食べます。首の後ろにななめにうす
黄色の模

も

様
よう

が入るのが特
とく

徴
ちょう

です。

ニホントカゲB

日当たりのよい草地や石の多い場所を好
この

みます。冬は土の中や石
いし

垣
がき

の間で冬
とう

眠
みん

し
ます。虫やミミズなどを食べ、敵

てき

にあう
と尾

お

を切って逃
に

げることがあります。

ニホンイシガメA

川の上流や中流、山のふもとの池にくら
しています。冬は水の中や落ち葉の下で
冬
とう

眠
みん

します。こうらの色は黄色っぽい茶
色で、後ろの縁

ふち

がギザギザしています。

アカウミガメA

世界の暖
あたた

かい海に広くすんでいます。こ
のうち日本で卵

たまご

を産
う

む集
しゅう

団
だん

は、メキシコ
まで泳いでいくことがわかっています。
明石市の砂

すな

浜
はま

でも産
さん

卵
らん

記
き

録
ろく

があります。

　
　
子
ど
も

は
こ
んな色

爬
は

虫
ち ゅ う

類
る い

A ： 2 種
B ： 2 種
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カマツカB

川の中流から下流や水路などの、底
そこ

に砂
すな

の多い場所を好みます。いつも水底にい
て、砂の中の虫などを食べ、敵

てき

がくると
砂に潜

もぐ

って隠
かく

れます。

ヌマムツB

川の中流から下流の流れの緩
ゆる

やかな場所
に多い魚です。川の上

じょう

流
りゅう

側
がわ

にすむカワ
ムツとよく似

に

ていて、20 年ほど前まで
は同じ種

しゅ

とされていました。

ギンブナB

ため池や水路などの流れの緩
ゆる

やかな場所
にすんでいます。藻

も

や水の中の虫など、
いろんなものを食べます。メスだけで子
どもを増

ふ

やせることがわかっています。

ニホンウナギB

海岸から川の上流まで広くすんでいま
す。日本から遠く離

はな

れた海で卵
たまご

を産
う

み、
生まれた子どもはしばらく海をただよっ
た後、川をさかのぼって成

せい

長
ちょう

します。

シラウオA

川の水と海水が混
ま

ざる汽
き

水
すい

域
いき

にすむ、小
さくて細長い魚です。体は半

はん

透
とう

明
めい

で、骨
ほね

や内
ない

臓
ぞう

が透
す

けて見えます。春に川をさか
のぼって卵

たまご

を産
う

みます。

チュウガタスジシマドジョウA

流れの緩
ゆる

やかな川の中流から下流や用水
路などにすんでいます。細長い体にしま
模
も

様
よう

があり、6 本の口ひげがあります。
川の改

かい

修
しゅう

工事などで数が減
へ

っています。

ドジョウA

水田や水路などにすんでいます。細長い
体に、10 本の口ひげがあります。水の
中の酸

さん

素
そ

が少ないときは水面の空気を
吸
す

って腸
ちょう

で呼
こ

吸
きゅう

することができます。

ヤリタナゴA

流れが緩
ゆる

やかな川や用水路などにすんで
います。ドブガイなどの大きめの二

に

枚
まい

貝
がい

に管
くだ

をさしこんで卵
たまご

を産
う

み、貝の中で子
どもが育つという習

しゅう

性
せい

があります。

魚類
A ： 4 種

B ： 12 種
要調査 ： 1 種

明石い
きもの

コラム ギンブナとヘラブナ
　明石市レッドリストでカテゴリーＢとされているギンブナ。実は全国的

てき

には
それほど珍

めずら

しい魚ではありません。むしろどこにでもたくさんいるのでは？と思う方
もいるかもしれません。なぜ明石市ではギンブナが減

へ

っているのでしょうか。
　原

げん

因
いん

は、釣
つ

りをする人などが池に放す「ヘラブナ」です。ヘラブナはもとはゲンゴ
ロウブナという種

しゅ

類
るい

で、琵
び

琶
わ

湖
こ

や淀
よど

川にしかいない魚でした。ギンブナよりもヘラブ
ナのほうが、おなかから背中の幅

はば

（「体高」といいます）が大きいという特
とく

徴
ちょう

があります。
もともとギンブナと近い種類なので、放流されたヘラブナがギンブナのすみかをうば
うことになり、ギンブナが減ってしまったのです。
　人の手によって生きものを放すときには、もともとそこにくらす生きもののことを
よく考える必

ひつ

要
よう

があります。

ゲンゴロウブナ (ヘラブナ )

ギンブナ
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カネヒラ要

川や水路などの流れの緩
ゆる

やかな場所にす
む、体長 12cm ほどの大

おお

型
がた

のタナゴの仲
なか

間
ま

です。イシガイなどの二
に

枚
まい

貝
がい

に卵
たまご

を産
う

み、貝の中で子どもが育ちます。

ゴクラクハゼB

川の下流から海の近くまでの砂
すな

底
ぞこ

にい
て、砂や小石の間を泳いでは小さな虫な
どを食べています。石の下の卵

たまご

をオスが
守り、生まれた子どもは海へ下ります。

ウキゴリB

川の中流から海の近くまでの流れの緩
ゆる

や
かなところにいます。川

かわ

底
ぞこ

の石の下にぶ
らさがるようにたくさんの卵

たまご

を産
う

み、生
まれるまでオスが卵を守ります。

ミミズハゼB

ミミズのような細長い体で、川の中流か
ら河

か

口
こう

の石や砂
じゃ

利
り

の隙
すき

間
ま

に潜
ひそ

んでくらし
ています。川で生まれた子どもは海に下
り、少し大きくなると川に戻

もど

ってきます。

カワアナゴB

川の下流から海の近くまでにいます。昼
間は石や流木などの隠

かく

れ場が多いところ
に潜

ひそ

んでいて、夜に活動します。体の色
は周

まわ

りの色に合わせて変
か

わります。

ミナミメダカB

川や池、田んぼ、水路などの、流れが緩
ゆる

やかで水草の多い場所にすんでいます。
浅
あさ

いところで水面近くを群
む

れで泳ぎ、プ
ランクトンなどを食べています。

アユB

大人のアユは川の上流から中流にすんで
います。秋に生まれた子どもは海まで流
されて冬をこし、春に川をさかのぼって、
1 年で一生を終えます。

コウライモロコB

川の中流から下流とそれに続
つづ

く水路にい
て、流れの緩

ゆる

やかな砂
すな

や石の底
そこ

を好
この

みま
す。川と農業用水路を行ったり来たりし
て生活します。長めの口ひげがあります。

イトモロコB

川の中流から下流とそれに続
つづ

く水路にい
て、水

みず

底
ぞこ

近くを群
む

れで泳いでます。体の
真ん中を通るうろこは他より大きく、黒
い斑

はん

点
てん

があり、全体に黒い線に見えます。

明石いきものコラム守りたい　田んぼとため池
　明石市にたくさんあるため池ですが、その数は年々減

へ

ってきています。1971 年に
473 あったため池は、2005 年には 111 に減りました（明石市教育委員会『明石のため池』より）。
田んぼでの米作りのために作られたため池は、田んぼが減るとともに役目を終え、埋

う

め立てられてきたのです。
　田んぼやため池、水路、周

まわ

りの草地は、お互
たが

いにつながりあって、たくさんの生きもの
たちのすみかとなっています。水の中にはいろいろな種

しゅ

類
るい

の水草が生え、ドジョウやタナ
ゴにメダカ、カエルやその子どものオタマジャクシ、トンボの子どもであるヤゴ、ヒメタ
イコウチなどの昆

こん

虫
ちゅう

がくらします。田んぼの畦
あぜ

には明るい草地の植物が、ため池の周りに
は湿

しっ

地
ち

に生える植物が育ちます。全国的
てき

に田んぼやため池が減るにつれて、これらの生き
ものたちも、数が減ってきています。中には絶

ぜつ

滅
めつ

が心配されているものも少なくありません。
　大切な明石の生きものたちとそのすみかを、みんなで守っていきたいですね。

ため池の風景
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サラサヤンマB

山沿
ぞ

いの湿
しっ

地
ち

や林の中の小さな池にすん
でいます。成

せい

虫
ちゅう

は春から夏に見られ、オ
スは水面上を飛

と

びながらメスを探
さが

しま
す。黒い体に黄色の模

も

様
よう

があります。

オオイトトンボB

浮
う

き草の多い池や水田 周
しゅう

辺
へん

の水路にす
んでいます。成

せい

虫
ちゅう

は春から秋まで見られ、
水面付

ふ

近
きん

で活動します。オスは水色、メ
スは緑色や水色をしています。

ウスルリモンハナバチA

明石では里山林にすんでいて、成
せい

虫
ちゅう

は夏
から秋に見られます。黒い体に水色の毛
が所々に生えた、美しいハチです。アキ
ノタムラソウなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。

キゴシジガバチA

草地や住
じゅう

宅
たく

地
ち

の周
しゅう

辺
へん

にすみ、夏に見られ
ます。泥

どろ

で固
かた

めた巣
す

をつくり、オニグモ
の子どもやハナグモの仲

なか

間
ま

を捕
つか

まえて運
びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

フタモンクモバチA

石
いし

垣
がき

の多い神社や竹林の周
しゅう

辺
へん

にすみ、夏
に見られます。石垣のすきまなどに巣

す

を
つくり、大

おお

型
がた

のオニグモの仲
なか

間
ま

を捕
つか

まえ
て巣に運びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

ウラナミジャノメA

明るい草地にすみ、初
しょ

夏
か

と秋に見られま
す。地味な色ですが、はねの裏

うら

側
がわ

はうす
茶色のさざ波に大きな目玉模

も

様
よう

が目立ち
ます。幼

よう

虫
ちゅう

はイネの仲
なか

間
ま

の葉を食べます。

ウラギンスジヒョウモンA

明るく広い草原にすんでいます。初
しょ

夏
か

と
秋に見られ、成

せい

虫
ちゅう

はいろいろな花で蜜
みつ

を
吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はスミレの仲
なか

間
ま

の葉を食
べて育ちます。

ヒメタイコウチA

水がしみ出す山沿
ぞ

いの湿
しっ

地
ち

にすんでいま
す。小さくて丸っこいタイコウチの仲

なか

間
ま

で、はねが縮
ちぢ

んで飛
と

ぶことはできません。
動物の体

たい

液
えき

を吸
す

って生活しています。

ハッチョウトンボA

水がしみ出す林沿
ぞ

いの湿
しっ

地
ち

に生息してい
ます。成

せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見られます。
世界でもっとも小さなトンボといわれ、
オスの体は全身が真っ赤です。

アオヤンマA

ヨシなど水
みず

辺
べ

の草がよく茂
しげ

った池や湿
しっ

地
ち

にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見
られ、早朝や夕方に活発に活動します。
全身が緑色の美しいトンボです。

ネアカヨシヤンマA

ヨシなど水
みず

辺
べ

の草がよく茂
しげ

った池にすん
でいます。成

せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見られ、朝
と夕

ゆう

暮
ぐ

れ時によく活動します。体の黄色
や黄緑色の模様が目立ちます。

昆
こ ん

虫
ち ゅ う

類
る い

A ： 9 種
B ： 23 種

要調査 ： 46 種
今見られない ： 3 種
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マイマイカブリB

林や草地にすみ、地上を歩き回ってミミ
ズやカタツムリを食べます。首がとても
長い変

か

わった形をしており、はねはくっ
ついて飛

と

ぶことができません。

ミドリヒョウモンB

林に近い明るい草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見られ、ヒヨドリバナな
どいろいろな花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

は
スミレ類

るい

の葉を食べて育ちます。

ゴイシシジミB

ササがよく茂
しげ

った林にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は春から秋に見られ、はねの裏
うら

側
がわ

は白
地に黒い斑

はん

点
てん

の模
も

様
よう

があります。幼
よう

虫
ちゅう

は
アブラムシを食べて生活しています。

ミドリシジミB

湿
しっ

地
ち

のハンノキ林にすんでいます。成
せいちゅう

虫
は主に初

しょ

夏
か

に見られ、オスは緑色に輝
かがや

く
はねを広げて葉にとまり、なわばりを張

は

ります。幼
よう

虫
ちゅう

はハンノキの葉を食べます。

アカシジミB

森や林にすみ、初
しょ

夏
か

から夏に見られます。
成
せい

虫
ちゅう

はオレンジ色をしており、夕
ゆう

暮
ぐ

れ時
に高いところを活発に飛

と

びます。幼
よう

虫
ちゅう

は
コナラなどの葉を食べて育ちます。

ミズイロオナガシジミB

森や林にすみ、初
しょ

夏
か

に見られます。灰
はい

色
いろ

の地味なシジミチョウですが、後ろばね
に尾

お

っぽのような突
とっ

起
き

があります。幼
よう

虫
ちゅう

はコナラなどの葉を食べて育ちます。

オオチャバネセセリB

林のそばにある草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

と秋に見られ、アザミなどいろ
いろな花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はススキ
やササの葉を食べて成

せい

長
ちょう

します。

ハルゼミB

アカマツの林にすみ、珍
めずら

しく春に見られ
るセミの仲

なか

間
ま

です。日が差
さ

すと、成
せい

虫
ちゅう

は
一
いっ

斉
せい

に「ムゼームゼー」と聞こえる鳴き
声で合

がっ

唱
しょう

します。

ミヤマアカネB

田んぼや水路など流れがゆっくりな水
みず

辺
べ

にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見ら
れます。はねにある太くて茶色い帯

おび

がよ
く目立つ赤とんぼの仲

なか

間
ま

です。

ナニワトンボB

秋に水が減
へ

って岸が出るような池にすん
でいます。成

せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見られ、オ
スは全身が真っ青で、水

みず

辺
べ

の石の上や杭
くい

にとまってなわばりを張
は

ります。

キトンボB

木
こ

陰
かげ

があり、秋に水が減
へ

って岸が出るよ
うな池にすんでいます。成

せい

虫
ちゅう

は夏から冬
の初

はじ

めに見られます。体とはねの大部分
が黄色いので、この名前がついています。

ヨツボシトンボB

水草がしげる池や湿
しっ

地
ち

にすんでいます。
成
せい

虫
ちゅう

は春から初
しょ

夏
か

に見られます。はねに
4 つの黒い部分があることが、名前の由
来になっています。

14



アキアカネ要

水田や池にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏の間
は山に移

い

動
どう

してくらし、秋に田んぼに
戻
もど

ってきて卵
たまご

を産
う

みます。昔から「赤と
んぼ」として親しまれてきました。

カトリヤンマ要

林沿
ぞ

いの池や田んぼにすみ、夏から秋に
見られます。成

せい

虫
ちゅう

は薄
うす

暗い環
かん

境
きょう

を好
この

み、
林の中の暗い場所で休んでいるところを
よく見かけます。

ベニイトトンボ要

水草がよく茂
しげ

った池や沼
ぬま

にすんでいま
す。成

せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から秋に見られ、水
みず

辺
べ

の
草にとまっています。オスは全身きれい
な赤色で、名前の由来になっています。

シロスジフトハナバチB

明石では里山林にすんでいて、夏から秋
の初

はじ

め頃
ごろ

、クサギなどの花で蜜
みつ

や花
か

粉
ふん

を
集めます。ミツバチよりも大きく、おな
かに白と黒のしま模

も

様
よう

があります。

フクイアナバチB

里山の田畑の周
しゅう

辺
へん

にすんでいます。夏か
ら秋に見られ、土に穴

あな

を掘
ほ

って幼
よう

虫
ちゅう

の部
屋をつくり、ハネナシコロギスというコ
オロギの仲

なか

間
ま

を運びこみます。

サトセナガアナバチB

ゴキブリの多い住
じゅう

宅
たく

の周
しゅう

辺
へん

にすんでいま
す。春から秋まで見られ、ゴキブリ類

るい

の
幼
よう

虫
ちゅう

を捕
つか

まえて巣
す

に運び、卵
たまご

を産
う

みつけ
ます。

スギハラクモバチB

枯
か

れ木が多い森や林にすんでいます。切
り株

かぶ

や木の穴
あな

などに巣
す

をつくり、大きな
クモ類

るい

を捕
つか

まえて巣に運び、卵
たまご

を産
う

みつ
けます。

キオビクモバチB

海
うみ

辺
べ

の草地や河
か

原
わら

などにすみ、初
しょ

夏
か

から
秋に見られます。地面に穴

あな

を掘
ほ

って幼
よう

虫
ちゅう

の部屋をつくり、大
おお

型
がた

のクモ類
るい

を捕
つか

ま
えて巣

す

に運び、卵
たまご

を産
う

みます。

カバオビドロバチB

林の周
まわ

りや草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は
夏に見られ、竹の筒

つつ

などに泥
どろ

で仕切りを
作って幼

よう

虫
ちゅう

のための部屋をつくり、ガの
幼虫を運びこんで卵

たまご

を産
う

みつけます。

ウマノオバチB

森や林にすみ、春から初
しょ

夏
か

に見られます。
メスは馬の尾

お

の毛のような長い産
さん

卵
らん

管
かん

を
持ち、木の奥

おく

深くに隠
かく

れているシロスジ
カミキリの幼

よう

虫
ちゅう

に卵
たまご

を産
う

みつけます。

クロマダラタマムシB

山沿
ぞ

いや神社にすみ、春から夏に見られ
ます。成

せい

虫
ちゅう

は黒く輝
かがや

く体に卵
たまご

色の斑
はん

紋
もん

が
あります。幼

よう

虫
ちゅう

は大きなエノキの枯
か

れた
枝
えだ

の中に入って育ちます。

コカブトムシB

森や公園の林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は夏から秋に
見られます。その名の通り、小さくて黒
いカブトムシです。オス、メスともに小
さな角を持っています。
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イチモンジチョウ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は春から秋まで 3 回
ほど発生します。はねには黒地に白い 1
本の帯

おび

があります。幼
よう

虫
ちゅう

はスイカズラの
仲
なか

間
ま

の葉を食べて育ちます。

ウラギンヒョウモン要

明るい草原にすみ、初
しょ

夏
か

から秋に見られ
ますが、暑い夏は活動を休みます。成

せい

虫
ちゅう

はアザミなどで蜜
みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

は
スミレ類

るい

を食べて育ちます。

メスグロヒョウモン要

林のそばにある草原にすみ、夏から秋に
見られます。オスはオレンジ色、メスは
黒っぽい色をしています。幼

よう

虫
ちゅう

はスミレ
の仲

なか

間
ま

の葉を食べます。

イシガケチョウ要

日当たりのよい林にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は春から秋に見られ、はねには白地に
黒い線が入った石

いし

垣
がき

のような模
も

様
よう

があり
ます。幼

よう

虫
ちゅう

はイヌビワの葉を食べます。

シルビアシジミ要

河
か

川
せん

沿
ぞ

いなど日当たりのよい草地にす
み、春から秋まで何度も発生します。小
さく青いシジミチョウで、幼

よう

虫
ちゅう

はミヤコ
グサを食べて育ちます。

ウラナミアカシジミ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見ら
れます。はねの表側

がわ

は鮮
あざ

やかなオレンジ
色、裏

うら

側
がわ

は黒いしま模
も

様
よう

があります。幼
よう

虫
ちゅう

はクヌギなどの葉を食べて育ちます。

オオミドリシジミ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は夏に見られます。
オスは午前中に活動し、葉の上にとまっ
てなわばりを張

は

ります。幼
よう

虫
ちゅう

はコナラな
どの葉を食べて育ちます。

ウラゴマダラシジミ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

に見られます。
はねの表面は薄

うす

い 紫
むらさき

色で黒いふち取り
があり、とてもきれいです。幼

よう

虫
ちゅう

はイボ
タノキの葉を食べて育ちます。

コチャバネセセリ要

ササがよく茂
しげ

った林にすみ、春と夏の 2
回発生します。成

せい

虫
ちゅう

は体が小さく、とて
もすばしっこく飛

と

び回ります。幼
よう

虫
ちゅう

はサ
サの仲

なか

間
ま

の葉を食べて育ちます。

ホソバセセリ要

林のそばにある草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏に見られ、ふらふら飛
と

んではアザ
ミなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はスス
キなどイネ科の葉を食べて育ちます。

ダイミョウセセリ要

森や林にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は春から秋
までの間に 2 ～ 3 回発生し、ヒメジョ
オンなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はヤ
マノイモの葉を食べて育ちます。

ノシメトンボ要

水田や池にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏から
秋に見られ、夏は林の縁

へり

にいて、秋に田
んぼやため池で卵

たまご

を産
う

みます。はねの先
に大きくこげ茶色の斑

はん

紋
もん

があります。
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ケブカスジドロバチ要

公園や民
みん

家
か

の周
しゅう

辺
へん

にすみ、春から秋に見
られます。コンクリートや石の隙

すき

間
ま

に泥
どろ

で固
かた

めた巣
す

をつくります。ガの幼
よう

虫
ちゅう

を捕
つか

まえて巣に運びこみ、卵
たまご

を産
う

みつけます。

ホシセダカヤセバチ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は春から夏に見られ
ます。体は黒くおなかのつけねに黄色い
斑
はん

紋
もん

があります。メスは長い産
さん

卵
らん

管
かん

でカ
ミキリムシの幼

よう

虫
ちゅう

に卵
たまご

を産
う

みつけます。

キイロモモブトハバチ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は春に見られます。
体が黒色から茶色の大きなハバチです。
幼
よう

虫
ちゅう

はハンノキの葉を食べます。地面の
近くで集

しゅう

団
だん

でまゆをつくります。

ホシアシブトハバチ要

山沿
ぞ

いのエノキの周
しゅう

辺
へん

にすんでいます。
オレンジ色の体に黒い斑

はん

点
てん

がある大きな
ハバチです。成

せい

虫
ちゅう

は春に見られ、幼
よう

虫
ちゅう

は
エノキの葉を食べて育ちます。

ヘイケボタル要

田んぼや湿
しっ

地
ち

にすむ小
こ

型
がた

のホタルです。
成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見られ、夜には小さ
な光を点

てん

滅
めつ

させます。幼
よう

虫
ちゅう

は水の中にす
み、マキガイの仲

なか

間
ま

を食べて育ちます。

ヒゲコガネ要

大きな河
か

川
せん

敷
じき

などにすみ、夏に見られま
す。成

せい

虫
ちゅう

は茶色の体に白い斑
はん

点
てん

があり、
オスの触

しょっ

角
かく

（ヒゲ）は先が大きく広がり
ます。幼

よう

虫
ちゅう

は砂
すな

地
じ

で生活しています。

シロスジコガネ要

海
うみ

辺
べ

のマツ林などにすみ、成
せい

虫
ちゅう

は夏に見
られます。茶色の体に白いたて線模

も

様
よう

が
目立つ大きなコガネムシです。幼

よう

虫
ちゅう

は砂
すな

地
じ

の中で植物の根を食べます。

ヤマトアオドウガネ要

河
か

川
せん

敷
じき

や海沿
ぞ

いに多くすみ、成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見られます。成虫は全身緑色で
丸っこい形をしていて、樹

じゅ

木
もく

の葉を食べ
て生活していると考えられます。

スジグロシロチョウ要

林や草地にすみ、春から秋に見られます。
成
せい

虫
ちゅう

は草地上をゆっくりと飛
と

び、タンポ
ポなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はアブ
ラナの仲

なか

間
ま

の葉を食べて育ちます。

ツマグロキチョウ要

河
か

川
せん

の堤
てい

防
ぼう

や畑の周
まわ

りの明るい草地にす
んでいます。成

せい

虫
ちゅう

のまま冬を越
こ

し、春か
ら秋まで見られます。幼

よう

虫
ちゅう

はマメ科のカ
ワラケツメイなどを食べます。

ツマキチョウ要

林やその周
しゅう

囲
い

の草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は春先にのみ見られ、オスのはねの先
は黄色くとがっています。幼

よう

虫
ちゅう

はタネツ
ケバナの葉を食べます。

オナガアゲハ要

森や林にすみ、春から夏に見られます。
日当たりのよい林道沿

ぞ

いを活発に飛
と

び、
ツツジなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

は
ミカンの仲

なか

間
ま

の葉を食べて育ちます。
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ヤマトスナハキバチ要

海
うみ

辺
べ

の砂
すな

浜
はま

にすみ、砂
すな

地
じ

に穴
あな

を掘
ほ

って巣
す

をつくります。成
せい

虫
ちゅう

は小さなセミの仲
なか

間
ま

のヨコバイを捕
つか

まえて巣に運びこみ、卵
たまご

を産
う

みつけます。

アカアシハヤバチ要

里山林にすみ、地面に穴
あな

を掘
ほ

って巣
す

をつ
くります。成

せい

虫
ちゅう

はバッタやキリギリスの
仲
なか

間
ま

を捕
つか

まえて巣に運びこみ、卵
たまご

を産
う

み
つけます。

ニッポントゲアナバチ要

海
うみ

辺
べ

の砂
すな

浜
はま

にすみ、春から夏に活動しま
す。砂

すな

地
じ

に穴
あな

を掘
ほ

って巣
す

をつくります。
成
せい

虫
ちゅう

はハエやユスリカの仲
なか

間
ま

を捕
つか

まえて
巣に運びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

サクラトゲアナバチ要

海
うみ

辺
べ

の砂
すな

浜
はま

にすみ、砂地に巣
す

をつくりま
す。春から夏にハマボウフウの花で見ら
れます。成

せい

虫
ちゅう

はハエの仲
なか

間
ま

を捕
つか

まえて、
巣に運びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

シロスジギングチ要

林やお寺の森などにすみ、木の穴
あな

に巣
す

を
つくります。成

せい

虫
ちゅう

は夕方に活発に活動し、
いろいろなハエの仲

なか

間
ま

を捕
つか

まえて巣に運
びます。

シロオビハラナガツチバチ要

草地や畑にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

はいろい
ろな花を訪

おとず

れて蜜
みつ

を吸
す

います。メスは土
の中にいるコガネムシの幼

よう

虫
ちゅう

に卵
たまご

を産
う

み
つけます。

セヅノアリバチ要

公園やお寺の森などにすんでいます。ア
リのような形をしたハチで、オスははね
があって飛

と

ぶことができますが、メスは
はねがなく飛ぶことはできません。

モンスズメバチ要

林や神社の森などにすむスズメバチで
す。木の洞

うろ

に巣
す

をつくり、集
しゅう

団
だん

でくらし
ています。成

せい

虫
ちゅう

はセミを好
この

んで狩
か

り、幼
よう

虫
ちゅう

のエサとします。

フタモンアシナガバチ要

河
か

原
わら

や海
うみ

辺
べ

にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は春から秋まで
見られます。植物の陰

かげ

や石のすきまなど
雨のあたらないところに巣

す

をつくり、集
しゅう

団
だん

で生活します。

ハラナガハムシドロバチ要

林や草地にすみ、春から夏に見られます。
ヨシの茎

くき

や細い竹
たけ

筒
づつ

の中に泥
どろ

で固
かた

めた巣
す

をつくります。巣にはハムシの幼
よう

虫
ちゅう

を運
びこんで、卵

たまご

を産
う

みつけます。

オオハムシドロバチ要

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

周
しゅう

辺
へん

にすむ、全身黒色で黄色い模
も

様
よう

があるハチです。大
おお

型
がた

のハムシの幼
よう

虫
ちゅう

を捕
つか

まえて運びますが、どのような巣
す

をつくるのかはわかっていません。

ハグロフタオビドロバチ要

里山林などにすんでいます。よく似
に

た仲
なか

間
ま

と同じように竹
たけ

筒
づつ

などに巣
す

をつくり、
ガの幼

よう

虫
ちゅう

を運びこむと考えられています
が、くわしいことはわかっていません。
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ギフチョウ今

明るい林にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は「春の
女神」とよばれ、サクラが咲

さ

く頃
ころ

に見ら
れ、いろいろな花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はカンアオイの葉を食べて育ちます。

ヒメヒカゲ今

林沿
ぞ

いの湿
しっ

地
ち

周
しゅう

辺
へん

にすみ、初
しょ

夏
か

から夏に
見られます。はねの裏

うら

側
がわ

によく目立つ目
玉模

も

様
よう

があります。幼
よう

虫
ちゅう

は湿地に生える
スゲの仲

なか

間
ま

の葉を食べて育ちます。

ベッコウトンボ今

ヨシが生えた明るいため池にすんでいま
す。成

せい

虫
ちゅう

は春から初
しょ

夏
か

に見られ、水
みず

辺
べ

で
なわばりを張

は

ります。はねに 3 か所の茶
色い斑

はん

紋
もん

があります。

キバラハキリバチ要

海
うみ

辺
べ

や河
か

川
せん

敷
じき

の砂
すな

地
じ

にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見られ、地面に穴
あな

を掘
ほ

っ
て巣

す

をつくり、切り取った葉のカプセル
に花

か

粉
ふん

をつめ、卵
たまご

を産
う

みつけます。

クズハキリバチ要

クズのしげる林の周
まわ

りにすむハキリバチ
の仲

なか

間
ま

です。成
せい

虫
ちゅう

は夏に見られ、古くて
大きな木にあいた穴

あな

を巣
す

として使い、主
にクズの葉を切り取って運びこみます。

ヤマトハキリバチ要

お墓
はか

や土手など草が少ない場所にすんで
います。成

せい

虫
ちゅう

は春に見られ、石のすき間
の巣

す

で、切り取った葉でつくったカプセ
ルに花

か

粉
ふん

をつめ、卵
たまご

を産
う

みつけます。

ヒロバトガリハナバチ要

林や周
しゅう

辺
へん

の草地にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は春から秋
まで見られます。黒い体に白い毛が生え、
しま模

も

様
よう

に見え、メスのおなかの先はと
がっています。いろいろな花を訪

おとず

れます。

ナミルリモンハナバチ要

明るい林や草地にすんでいます。黒い体
にるり色の毛が所々に生えた美しいハチ
で、夏遅

おそ

くから秋にかけて見られます。
いろいろな花を巡

めぐ

って、蜜
みつ

を吸
す

います。

ヤマトルリジガバチ要

林や草地にすみ、竹
たけ

筒
づつ

の中に泥
どろ

で固
かた

めた
巣
す

をつくります。成
せい

虫
ちゅう

は深い藍
あい

色の体を
していて、クモの仲

なか

間
ま

を捕
つか

まえて巣に運
びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

カラトイスカバチ要

林や草地にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は春のおわりと秋
に見られます。体が真っ黒な小さなハチ
で、木にあいた小さな穴

あな

に巣
す

を作ってア
ブラムシを運びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

明石いきも
のコラム すごいな、明石公園

　明石公園は、いろんな昆
こん

虫
ちゅう

がいる　　　　　　　　　　　　　　
ことで有名です。B ランクとされているコカブトムシやクロマダラタマ
ムシ、ウマノオバチなど、森にすむ昆虫が多いことが特

とく

徴
ちょう

です。クワガ
タムシやハナムグリの仲

なか

間
ま

もたくさんいます。明石公園には大木が多く、
利
り

用
よう

者の安全に影
えい

響
きょう

しない林の奥
おく

には、弱った木や枯
かれ

木
き

、倒
とう

木
ぼく

、折
お

れた
枝
えだ

が、自
し

然
ぜん

な状
じょう

態
たい

に置
お

かれています。芽
め

生
ば

えた木が長い年月をかけて土
に返るまでの、さまざまな段

だん

階
かい

があることで、
多様な昆虫が生活できるのです。
　公園の広い敷

しき

地
ち

と森林が、豊
ゆた

かな生き物を
育
はぐく

んできました。明石公園は明石市
し

民
みん

の誇
ほこ

り
ですね。 明石公園の林
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イヌセンブリA

野や山の栄
えい

養
よう

分の少ない湿
しっ

地
ち

やその周
しゅう

辺
へん

に生えます。高さ 30cm ほどで、枝
えだ

分か
れします。9 ～ 11 月に白い花びらにう
す紫

むらさき

色の線の入った花をつけます。

イヌハギA

河
か

原
わら

や海に近い日当りのよい砂
すな

地
じ

に生え
ます。茎

くき

の下のほうは木のようにかた
くなります。葉は 3 枚

まい

セットで、７～ 9
月にうす黄色の花をたくさんつけます。

ナガボノワレモコウA

湿
しめ

った草地や畦
あぜ

などに生えます。高さ
80 ～ 130cm で、秋に、小さな花が集まっ
た赤紫

むらさき

色や白色の花
か

穂
すい

※をつけます。花
には花びらはありません。

イワレンゲA

海岸の岩の上、石
いし

垣
がき

などの乾
かわ

いた場所に
生えます。９～11 月、高さ 10 ～ 20cm
の茎

くき

に、白いたくさんの花が集まって咲
さ

きます。1 度花を咲かせると枯
か

れます。

アゼオトギリA

水田の畦
あぜ

や用水路わきに生えます。茎
くき

が
数本地面をはうように伸

の

びて、立ち上が
ると高さ 10 ～ 40cm ほどになります。
夏に黄色い花をつけます。

オニバスA

ため池に生える水草で、トゲのある大き
な葉を水面に広げます。夏に紫

むらさき

色の花を
水の上で咲

さ

かせますが、水の中にも開か
ない花をたくさんつけています。

サデクサA

川沿
ぞ

いや湿
しっ

地
ち

などに生えます。茎
くき

には下
向きのとげがあり、大きくなると周

しゅう

囲
い

の
草に寄

よ

りかかります。葉は矢じり形です。
夏から秋に白い小さな花をつけます。

サクラバハンノキA

湿
しっ

地
ち

に生える高さ 10m くらいになる木
で、サクラに似

に

た葉をつけることが名前
の由来です。2 ～３月ごろ花びらのない
花をつけます。冬には葉を落とします。

サンショウモA

水面に葉を浮
う

かべ、土に根を張
は

らない浮
うき

草
くさ

タイプのシダ植物です。冬には枯
か

れて
しまいます。葉の形が木のサンショウに
似
に

ていることから名づけられました。

デンジソウA

水田や池などに生えるシダ植物です。四つ
葉のクローバーに似

に

た形で、「田」という字
に似ていることから「田

でん

字
じ

草
そう

」と名づけら
れました。除

じょ

草
そう

剤
ざい

の影
えいきょう

響で激
げき

減
げん

しています。

コヒロハハナヤスリA

お墓
はか

やお寺の境
けい

内
だい

、湿
しめ

った道ばたなどに
生える高さ 20cm ほどのシダ植物です。
葉を 1 ～ 3 枚

まい

つけ、それとは別
べつ

に胞
ほう

子
し

が
入った棒

ぼう

のような形の葉をのばします。

植物
A ： 31 種
B ： 59 種

要調査 ： 11 種
今見られない ： 15 種

※花穂：小さな花が集まって穂
ほ

のようになったもの
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ネビキグサA

海岸近くの湿
しっ

地
ち

や池の畔
ほとり

に集まって生え
ます。高さ 60 ～ 100cm で、茎

くき

は楕
だ

円
えん

形
けい

です。初
しょ

夏
か

に茶色い目立たない花をつ
けます。別

べつ

名
めい

をアンペライといいます。

ヌマガヤツリA

湿
しっ

地
ち

、河
か

川
せん

敷
じき

など、増
ぞう

水
すい

の影
えい

響
きょう

を受ける
所に生え、高さ30～120cmになります。
長い茎

くき

から花をつける枝
えだ

を３～ 5 本出し、
茶色の花

か

穂
すい

※をつけ、秋に果
か

実
じつ

が熟
じゅく

します。

センダイスゲA

明るい林の地面に生えます。高さ 10 ～
30cm で、茎

くき

が地面を長くはいます。8
～ 10 月に、上の方が雄

お

花、下の方のが雌
め

花である花をつけ、その後実がなります。

モロコシガヤA

明 る い 草 原 に 生 え ま す。 高 さ 50 ～
100cm で、葉は長さ 20 ～ 50 ㎝、幅

はば

5
～ 10mm の細長い形です。９～ 11 月
に茶色の花をつけます。

ノカンゾウA

水田の畦
あぜ

や野原に生えます。高さ 70 ～
90cm になります。幅

はば

1cm くらいの細
長い葉をつけ、7 ～ 8 月にオレンジ色の
大きな花をつけます。

ミズオオバコA

水田やため池、水路に生える水草です。
オオバコに似

に

た葉をつけることが名前の
由来です。８～ 10 月に白やうす桃

もも

色の
花びら 3 枚

まい

の花をつけます。

オグルマA

湿
しっ

地
ち

や休
きゅう

耕
こう

田
でん

、川岸などに生えます。高
さ 30 ～ 50cm で、地面の下の茎

くき

を伸
の

ば
して広がります。8 ～ 10 月に 3cm ほど
の黄色い花をつけます。

ムラサキミミカキグサA

栄
えい

養
よう

分の少ない湿
しっ

地
ち

に生える食虫植物で
す。地中の葉と地上の葉で形が違

ちが

いま
す。８～9月に10cmほどの茎

くき

を伸
の

ばし、
小さな紫

むらさき

色の花をつけます。

ミカワタヌキモA

ため池や湿
しっ

地
ち

に生える食虫植物です。細
い茎

くき

をからめて水中に浮
う

かぶか、湿地に
集まって生えます。８～ 9 月に茎を水の
上に伸

の

ばし、黄色い花を数個
こ

つけます。

ノタヌキモA

ため池に生える水草です。茎
くき

はよく枝
えだ

分
かれし、長いと 1.5m にもなります。花
の茎は水の上に出て、その上の方に黄色
い花を数個

こ

つけます。

ゴマクサA

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

や用水路わきに生え
ます。高さ 30cm ほどで、葉は細長い形
をしています。8 ～ 9 月に葉のつけねに
黄色い花を 1 つつけます。

スズサイコA

日当たりのよい草地に生えます。高さ40～
100cmで細長い葉をつけます。夏にうす茶
色の花をつけ、夜に開き、日が当たると閉

と

じます。秋に細長い袋
ふくろ

のような実をつけます。
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カワラナデシコB

日当たりのよい草地や河
か

原
わら

に生えます。
高さ 30 ～ 80cm で、７～ 10 月に 5 枚

まい

のうすピンク色の花びらを持つ花をつけ
ます。秋の七草のひとつです。

イチイガシB

山地に生える高さ 10 ～ 20 ｍの木です。
葉の裏

うら

に茶色っぽい毛が生えています。
4 ～ 5 月に雄

お

花と雌
め

花を別
べつ

につけます。
果
か

実
じつ

（ドングリ）は秋に熟
じゅく

します。

ヒメミズワラビB

水田、水路、ため池などに生えるシダ植
物です。胞

ほう

子
し

をつける葉は裏
うら

側
がわ

にそり
返って棒

ぼう

のようになり、その他の葉はい
ろいろな大きさや形をしています。

ミズスギB

日当たりのよい水田わきの湿
しめ

った所に生
える、つる性

せい

のシダ植物。茎
くき

は地面を長く
はい、所々で直立した茎を出し、その先に
胞
ほう

子
し

がつまった穂
ほ

を１～２個
こ

つけます。

トキソウA

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生えるランの仲
なか

間
ま

です。葉は茎
くき

に 1 枚
まい

だけつきます。５～
6 月に 20cm くらいの花

か

茎
けい

をのばし、先
せん

端
たん

にピンク色の花をつけます。

コバノトンボソウA

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生える高さ 20 ～
40cm のランの仲

なか

間
ま

です。葉はふつう 1
枚
まい

で、６～８月にうす黄緑色の小さく目
立たない花を数個

こ

つけます。

フウランA

木の幹
みき

や岩の上に生えるランの仲
なか

間
ま

で
す。茎

くき

は短く立ち、長さ 5 ～ 10cm ほ
どの細く硬

かた

い葉をすきまなくつけます。
6～7月に香

かお

りのよい白い花をつけます。

エンシュウムヨウランA

林の中の日
ひ

陰
かげ

に生える高さ20～30cmの
葉をつけない腐

ふ

生
せい

( 自分で栄
えい

養
よう

を作らな
い ) ランの仲

なか

間
ま

です。５～ 6 月に 1.5cm
くらいのうす茶色の花を数個

こ

つけます。

ミズトンボA

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生える高さ 40 ～
80cm のランの仲

なか

間
ま

です。７～ 9 月に
1cm くらいの特

とく

徴
ちょう

的
てき

な形のうす黄緑色
の花をたくさんつけます。

サギソウA

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生える高さ 15 ～
40cm のランの仲

なか

間
ま

です。8 月に先
せん

端
たん

近
くに 3cm くらいの鳥のサギに似

に

た白い
美しい花を１～ 3 輪

りん

つけます。

キンランA

明るい林の中や林の縁
ふち

の地面に生える高
さ 30 ～ 70cm のランの仲

なか

間
ま

です。冬に
は葉を落とします。5 月ごろに黄色い花
をつけます。

カガシラA

湿
しっ

地
ち

に生える高さ５～ 15cm ほどの小
こ

型
がた

の草です。2cm くらいの短く細長い葉
をつけます。うす黄緑色の目立たない花
をつけ、７～ 10 月に熟

じゅく

します。
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ハマエンドウB

海岸の砂
すな

地
じ

に生えます。葉の先は巻
ま

きひ
げになり、茎

くき

は地をはって長さ 1m ほど
になります。４～ 7 月に赤紫

むらさき

色、のち
に青紫色になる花を数個

こ

つけます。

タヌキマメB

日当りのよい草地や道ばたに生えます。
茎
くき

や葉などに茶色の毛がたくさん生え
ています。7 ～ 9 月に枝

えだ

先に青紫
むらさき

色の
1cm ほどの花をつけます。

タコノアシB

河
か

川
せん

敷
じき

に生えます。高さ 30 ～ 70cm で、
8 ～ 10 月に白い花をつけます。秋の終
わりごろ、果

か

実
じつ

や草全体が赤く色づき、
タコの足を思わせます。

マルバマンネングサB

岩や石
いし

垣
がき

の上に生えます。茎
くき

は地面をは
い、その途

と

中
ちゅう

から根を出します。６～ 7
月に、高さ８～ 20cm の茎の先に星形の
黄色い花をつけます。

タイトゴメB

海岸の岩の上に生えます。茎
くき

は長くはっ
て枝

えだ

分かれし広がります。葉は厚
あつ

みがあ
り緑色です。５～ 7 月に茎の先に星形の
黄色い花を３～ 10 個

こ

つけます。

メノマンネングサB

海岸から山地の尾
お

根
ね

や岩の上、石
いし

垣
がき

など
に生えます。高さ 10 ～ 15 ｃｍで、厚

あつ

みのある葉をしています。５～ 6 月に黄
色い星形の花を茎

くき

の先につけます。

コイヌガラシB

水田や湿
しっ

地
ち

などに生えます。高さ 10 ～
40cm で、春または秋に葉のつけねに黄
色い花をつけます。果

か

実
じつ

は棒
ぼう

のような形
で、葉のわきに 1 つずつつきます。

キケマンB

日当たりのよい道ばたなどに生えます。
高さは 40 ～ 60cm。4 ～ 5 月に長さ 15
～ 20mm の黄色い花をたくさんつけ、
細長い果

か

実
じつ

ができます。

トウカイコモウセンゴケB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生える食虫植物で
す。葉の毛から出す粘

ねん

液
えき

で虫を捕
とら

えます。
冬でも赤い葉をつけています。６～ 9 月
にはうす紅

べに

色の花を数個
こ

つけます。

イシモチソウB

湿
しっ

地
ち

に生える高さ 20cm ほどの食虫植物
です。葉の毛から出す粘

ねん

液
えき

で虫を捕
とら

えま
す。５～ 6 月に 1.5cm くらいの白い花
をつけます。

ウマノスズクサB

林の縁
ふち

や土手などの草地に生えるつる植
物です。夏に花びらのない花をつけます。
この花が馬につける鈴

すず

の形に似
に

ているこ
とからこの名前がつきました。

ハンゲショウB

水
みず

辺
べ

や湿
しっ

地
ち

に生える高さ 50 ～ 80cm の草
です。6 ～ 8 月の花の時期に、花の下の葉
の一部が白色に変

か

わります。花は小さく目
立たない白い花です。冬には葉は枯

か

れます。
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ハマゴウB

海岸の砂
すな

浜
はま

に集まって生えます。高さ
30 ～ 70cm で、茎

くき

は砂
すな

の上をはい、枝
えだ

は立ち上がります。７～ 9 月に枝先にう
す青紫

むらさき

色の花をたくさんつけます。

クマツヅラB

野 の 道 ば た に 生 え ま す。 高 さ 30 ～
80cm で、茎

くき

は直立し四角く、６～ 9 月
に 4mm ほどのピンク色の小さな花がた
てにならんでたくさんつきます。

ホソバリンドウB

湿
しっ

地
ち

や湿
しめ

った場所に生え、草丈
たけ

は 30 ～
100cm ほどになります。秋に紫

むらさき

色の花
をつけます。湿地に生えるリンドウの種

しゅ

類
るい

でリンドウに比
くら

べて葉が細いです。

リンドウB

山や野に生える高さ 20 ～ 100cm の草
です。細長い葉には 3 本のすじが目立ち
ます。秋に紫

むらさき

色の 4cm くらいの花を数
個
こ

つけます。

ハマボウフウB

海岸の砂
すな

地
じ

に生えます。高さ５～ 30cm
で、葉は厚

あつ

くて光
こう

沢
たく

があり、食べること
ができます。5 ～ 7 月に茎

くき

の先に白い小
さな花が集まってつきます。

タチモB

池、水田などの浅
あさ

いところや水際
ぎわ

に生え
る水草で、水の量

りょう

にあわせて形を変
か

えま
す。６～ 9 月に葉のつけねに小さな花を
つけます。

ミズユキノシタB

沼
ぬま

や水路などの水の中や湿
しっ

地
ち

に生えま
す。茎

くき

は枝
えだ

分かれし地面をはいます。６
～ 10 月に葉のつけねにうす黄緑色の小
さくて目立たない花をつけます。

ヒメミソハギB

水田や湿
しっ

地
ち

に生えます。柔
やわ

らかい葉は対
になって生え、９～ 11 月にうす紫

むらさき

色の
小さな花を葉のつけねにつけます。果

か

実
じつ

は丸く、黒色に熟
じゅく

します。

ゴキヅルB

水
みず

辺
べ

に生えるつる植物です。花は夏から
秋に雄

お

花と雌
め

花が別
べつ

につきます。丸い果
か

実
じつ

は熟
じゅく

すとふたが取れるように割
わ

れ、中
には 2 個

こ

の黒い種
たね

が入っています。

カラスノゴマB

畑 や 道 ば た に 生 え ま す。 高 さ 30 ～
60cm になります。葉は卵

たまご

型
がた

で、先は少
しとがります。夏に葉のつけねに黄色い
花をつけ、秋には細長い果

か

実
じつ

となります。

ヒナノカンザシB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

やため池の畔
ほとり

に生え
ます。高さ６～ 25cm の小さな草です。
８～ 10 月にうす紫

むらさき

色の 1 ～ 2mm の小
さな花をまばらにつけます。

マキエハギB

日当たりのよい乾
かわ

いた道ばたや岩地など
に生えます。高さ 40 ～ 60cm になりま
す。8 ～ 9 月に白い花を数個

こ

つけ、豆の
ような果

か

実
じつ

をつけます。
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ホッスモB

ため池、用水路などの水中に生える水草
です。茎

くき

はよく枝
えだ

分かれし、葉は細長く、
1 ～ 2.5cm ほどです。９～ 11 月に葉の
つけねに小さな花をつけます。

ヒルムシロB

ため池、水田、河
か

川
せん

などに生える水草で
す。水中の葉は細長く、水面の葉は楕

だ

円
えん

形
けい

になり、６～ 10 月に水の上に棒
ぼう

のよ
うな形の黄緑色の花をつけます。

ウリカワB

水田や湿
しっ

地
ち

に生えます。葉は長さ４～
18cm、幅

はば

3 ～ 10mm、花をつける茎
くき

は高さ 5 ～ 20 ｃｍで、７～ 9 月に白色
の雄

お

花と雌
め

花を別
べつ

につけます。

スイランB

水
みず

辺
べ

または湿
しっ

地
ち

に生えます。茎
くき

は細く、よ
く枝

えだ

分かれします。花をつける茎は高さ
50～100cmで、9～ 10 月に先に 3cm ほ
どの黄色の花をつけます。キクの仲間です。

キセルアザミB

湿
しっ

地
ち

に生えます。花をつける茎
くき

は高さ
50～100cmで、９～10 月に先に紫

むらさき

色の
花を横向きにつけ、咲

さ

き終わると花は上
向きになり、毛がついた種

たね

を飛
と

ばします。

サワシロギクB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

やため池の畔
ほとり

など
に生えます。高さ 50 ～ 80cm で、８～
10 月に茎

くき

の先に白、のちに紅
べに

色となる
花をつけます。

キキョウB

日当たりのよい草地に生えます。高さ
40 ～ 100cm で、夏に茎

くき

の先に青紫
むらさき

色
の花を数個

こ

つけます。楕
だ

円
えん

形
けい

の果
か

実
じつ

をつ
けます。秋の七草のひとつです。

オミナエシB

日当たりのよい草地に生えます。高さ
60 ～ 100cm で、８～ 10 月、茎

くき

の上の
方が枝

えだ

分かれしてその先に小さな黄色の
花をつけます。秋の七草のひとつです。

ホザキノミミカキグサB

日当たりのよい栄
えい

養
よう

分の少ない湿
しっ

地
ち

に生
える高さ５～ 20cm の食虫植物です。6
～ 9 月に茎

くき

の先にうす紫
むらさき

色の 4 ～ 5mm
の花を数個

こ

つけます。

オギノツメB

湿
しっ

地
ち

や用水路わきに生えます。高さ 30
～ 70cm、茎

くき

は四角で、８～ 11 月に葉
のつけねにうす紫

むらさき

色の 1 ～ 1.3cm の花
を数個

こ

つけます。

イヌノフグリB

道ばたの石
いし

垣
がき

のすきま、畑の畦
あぜ

道、草地
などに生えます。３～ 4 月にオオイヌノ
フグリに似

に

た 3 ～ 4mm の小さなピンク
色やうす紫

むらさき

色の花をつけます。

シロネB

河
か

川
せん

やため池の湿
しっ

地
ち

に生えます。高さ
80 ～ 120cm で、茎

くき

の断
だん

面
めん

は四角で、８
～ 10 月に白い花を葉のつけねにつけま
す。地下の茎が白いことが名の由来です。
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ノグサB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生えます。茎
くき

や葉
は細くまとまって、束

たば

になって出ます。
６～８月に、高さ 20 ～ 40cm の茎の先
に目立たない花をつけます。

フトイB

池や湿
しっ

地
ち

に生える、高さ 1m をこえる大
おお

型
がた

の植物です。地面の下の茎
くき

で広がり、
そこから茎を伸

の

ばし先
せん

端
たん

に茶色の花をつ
けます。生け花にも使われます。

ミカヅキグサB

山 の 湿
しつ

原
げん

や 湿
しっ

地
ち

に 生 え る 高 さ 10 ～
50cm の草です。葉は幅

はば

0.5 ～ 1mm で
細く、茎

くき

より短いです。７～ 10 月に白
色の花をつけます。

コウボウムギB

海岸の砂
すな

地
じ

に生える高さ 10 ～ 20cm の
草です。雄

お

株と雌
め

株に分かれて生え、4
～ 5 月に花びらのない花が集まって咲

さ

き、その後茶色い果
か

実
じつ

となります。

クロカワズスゲB

水田の畦
あぜ

や農
のう

耕
こう

地
ち

周
しゅう

辺
へん

、地面が砂
すな

の湿
しっ

地
ち

に生えます。高さ 10 ～ 30cm で
葉は幅

はば

2～3mm。５～6月に茎
くき

の上のほ
うにかたまって茶色い花をつけます。

ウキシバB

ため池や沼
ぬま

に生えます。茎
くき

は 1m をこえ
ることがあります。茎は水面に浮

う

く場合
と立ち上がる場合があります。8 月に茎
の先にイネに似

に

た花をつけます。

ナルコビエB

河
か

原
わら

や農
のう

耕
こう

地
ち

の周
しゅう

辺
へん

などに生えます。高
さ 40 ～ 70cm で、全体に毛が生えてい
ます。8 ～ 10 月に茎

くき

の上のほうに果
か

実
じつ

をつけます。

ヌマカゼクサB

湿
しっ

地
ち

やため池の畔
ほとり

に生えます。高さ 30
～ 50cm、細長い葉は幅

はば

2 ～ 6mm で縁
ふち

はざらつきません。８月～ 11 月に目立
たない花をつけます。

チョウセンガリヤスB

乾
かわ

いた岩場などに生えます。高さ 30
～ 60cm、葉は長さ 3 ～ 8cm、幅

はば

3 ～
6mm で、８～ 10 月に目立たない花を
つけます。

ヤブミョウガB

林の中に生え、花をつけると高さ 50 ～
100cm になります。8 ～ 9 月に白い花
をつけ、1 日でしぼみます。果

か

実
じつ

は秋に
熟すと青紫

むらさき

色になります。

ノシランB

海に近い林の地面に生えます。厚
あつ

く、細
長い葉をつけます。7 ～ 9 月に下向きに
開く白い花をたくさんつけ、冬には果

か

実
じつ

が美しいこい青色に色づきます。

ヤマラッキョウB

湿
しめ

った草地や湿
しっ

地
ち

・畦
あぜ

に生え、長さ
30cm 程

ほど

の細長い葉をつける草です。花
をつける茎

くき

は高さ50cm程で、９～ 11月
に 3 ～ 5cm のピンク色の花をつけます。
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ハマウド要

海岸に生える高さ 1 ～ 1.5m の草です。
茎
くき

は上のほうで枝
えだ

分かれして、光
こう

沢
たく

のあ
る葉をつけます。４～６月に白い小さな
花が集まった花をつけます。

イスノキ要

高さ20mになる木です。葉は長さ５cmほ
どで、虫こぶ ( 虫が寄

き

生
せい

して葉の表面にで
きた小さなこぶ ) がついていることが多い
です。３～5月に目立たない花をつけます。

マツグミ要

アカマツやモミなどの枝
えだ

や幹
みき

に生え、水
や栄

えい

養
よう

を分けてもらいながら育つ植物で
す。７～ 8 月に赤色の小さな花をつけま
す。果

か

実
じつ

は丸く、秋に赤く熟
じゅく

します。

ナチシケシダ要

湿
しめ

った草地や林の縁
ふち

などに生え、高さ
1m ほどになるシダ植物です。軸

じく

の左
右に細長い葉がつき、全体は長さ 10 ～
50cm の細長い三角形の葉となります。

イワハリガネワラビ要

川沿
ぞ

いの岩の上や岩
がん

壁
ぺき

に生える高さ 30
～ 60cm ほどになるシダ植物です。軸

じく

の
左右に細長い葉がつき、全体は長さ 25
～ 40cm の三角形の葉となります。

コクランB

暗い林の地面に生える高さ 15 ～ 30cm
のランの仲

なか

間
ま

です。葉は楕
だ

円
えん

形
けい

で、先は
とがります。６～ 7 月に暗い紫

むらさき

色の花を
5 ～ 10 個

こ

つけます。

カキランB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生える高さ 30
～ 70cm のランの仲

なか

間
ま

です。長さ 7 ～
12cm の葉をつけ、６～８月に茎

くき

の上の
方にうす橙

だいだい

色の花を 10 個
こ

ほどつけます。

シュンランB

少し乾
かわ

いた林に生えるランの仲
なか

間
ま

です。
葉は長さ 20 ～ 35cm、幅

はば

0.6 ～ 1cm で、
3 ～ 4 月に高さ 20cm ほどの茎

くき

の先にう
す黄緑色の花を 1 個

こ

つけます。

ギンランB

林の地面に生える高さ 20 ～ 40cm のラ
ンの仲

なか

間
ま

です。葉を 3 ～ 6 枚
まい

出し、5 ～
6 月に茎

くき

の先に半分開いた形の数個
こ

の白
い花をつけます。

マネキシンジュガヤB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

や湿
しつ

原
げん

に生える高さ
10 ～ 30cm の草で、７～ 10 月に茎

くき

に
2 ～ 3 個

こ

のうす灰
はい

色の目立たない花をつ
けます。葉や茎に毛がありません。

ケシンジュガヤB

日当たりのよい湿
しつ

原
げん

に生える高さ 10 ～
20cm の小さな草です。７～ 10 月に茎

くき

に 2 ～ 3 個
こ

のうす灰
はい

色の目立たない花
をつけます。葉や茎に毛があります。

コマツカサススキB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

やため池の畔
ほとり

に生え
ます。高さ80～120cmで、茎

くき

の断
だん

面
めん

は三
角形で葉は細長く、８～10月に丸く集まっ
た花をつけ、その後に果

か

実
じつ

となります。

27



ミソナオシ今

林の縁
ふち

や道ばたに生えます。葉は 3 枚
まい

セットで、夏から秋にうす黄色のハギに似
に

た花をつけます。豆の形をした実にはか
ぎのような毛があり、服にくっつきます。

ヒツジグサ今

池や沼
ぬま

に生える水草で、葉や花を水面に
浮
う

かばせます。夏の昼間にスイレンに似
に

た白い美しい花を咲
さ

かせます。未
ひつじ

の刻
こく

(午
後1～3時)に咲くことが名前の由来です。

ジュンサイ今

ため池などに生える水草で、楕
だ

円
えん

形
けい

の葉
を水面に浮

う

かばせます。夏に暗い赤色の
1.5cm ほどの目立たない花をつけます。
芽
め

はゼリー状
じょう

で食用になります。

サイコクヌカボ今

湿
しっ

地
ち

や田んぼのあとなどに生える草丈
たけ

50
㎝ほどのタデの仲

なか

間
ま

です。たくさん枝
えだ

分
かれして茎

くき

の下の方は地面をはいます。
夏から秋にかけて小さな花をつけます。

オオイタビ今

林の縁
ふち

などに生えるつる植物です。枝
えだ

か
ら根を出して、木の幹

みき

や岩にはりつきま
す。秋にイチジクのような紫

むらさき

色の実（果
か

のう）をつけます。

ハマハナヤスリ今

日当たりのよい砂
すな

地
じ

や草地、河
か

原
わら

などに
生える高さ 7 ～ 20cm ほどのシダ植物
です。4 ～ 11 月に見られます。胞

ほう

子
し

を
つける葉を別に出します。

シオクグ要

塩
しお

水の出入りする海岸や河
か

口
こう

の湿
しっ

地
ち

など
に生えます。高さ 30 ～ 60cm で、葉は
幅
はば

1.5 ～ 3mm と細く、４～ 7 月に目
立たない花をつけ、果

か

実
じつ

となります。

ハチジョウススキ要

海岸の草地に生えます。高さ 1.5 ～ 2m
で、ススキに比

くら

べて茎
くき

は太く、葉の幅
はば

も
広く、葉の縁

ふち

はざらつきません。秋にス
スキに似

に

た花をつけます。

ヒナザサ要

湿
しっ

地
ち

に生える高さ 5 ～ 20cm ほどの小
さな草です。茎

くき

は地面をはって枝
えだ

分かれ
し、先

せん

端
たん

は立ち上がります。８～ 10 月、
その先に目立たない花をつけます。

コヤブラン要

林の下に生えます。高さ 20 ～ 40cm で、
地面をはう茎

くき

で広がります。7 ～ 9 月に
うす紫

むらさき

色の花をまばらにつけます。果
か

実
じつ

が熟
じゅく

すと黒色になります。

カワヂシャ要

川岸や水路わきなどに生える高さ 80cm
ほどの草です。５～ 6 月に白やうす紫

むらさき

色の花をつけます。外来種
しゅ

のオオカワジ
シャは紫色の花をつけます。

リュウキュウマメガキ要

山地の日当たりのよい谷や斜
しゃ

面
めん

に生える
木です。新しい枝

えだ

にうす黄色の花をつけ、
秋には橙

だいだい

色から黒紫
むらさき

色の 2cm ほどの果
か

実
じつ

が熟
じゅく

しますが、渋
しぶ

いです。

28



＜お知らせ＞
2019 年（平成 31 年）3 月公表の

「明石市の大切にしたい生きもの ～明石
市レッドリスト～」掲載の次の種につい
て、下記のとおり変更を予定しています。
本ガイドブックでは変更を反映して掲載
しています（掲載種数はレッドリスト掲
載どおりです）。
●カスミサンショウウオ
　→セトウチサンショウウオ
　（種の細分化による種名変更）
●ドクゼリ→削除
　（選定根拠となった明石市での確認記
　録が明石市外の記録であることが
　わかったため）

ホシクサ今

高さ15cmほどで、水田や湿
しっ

地
ち

に細長い葉
がまとまって生えます。夏から秋に茎

くき

の
先に白い小さな花をつけ、その形が星に
似
に

ていることが名前の由来のひとつです。

ミズアオイ今

水田や湿
しっ

地
ち

に生えます。ハート形の葉を
つけ、葉より上に、夏から秋にかけて青
紫
むらさき

色の花をたくさんつけます。コナギ
という田んぼの雑

ざっ

草
そう

によく似
に

ています。

マルバオモダカ今

ため池や水田などに生える水草です。葉
を水に浮

う

かべる場合と水から上に出す場
合があります。夏には茎

くき

をのばし花びら
3 枚

まい

の白い花をつけます。

フサタヌキモ今

ため池や湖などに生える水草で、食虫植
物です。葉はやわらかくタヌキの尾

お

に似
に

ていることが名前の由来です。小さく黄
色い花を 3 ～ 5 個

こ

つけます。

ウンラン今

海岸の砂
すな

地
じ

に生えます。高さ 20cm ほど
で、砂地をはうように生えます。葉は厚

あつ

みがあり、８～ 10 月にうす黄色の花を
つけます。

ミズスギナ今

ため池に生える水草で、水の量
りょう

にあわせ
て水の中の葉、水の上の葉など葉の形が
変
か

わります。８～ 10 月に葉のつけねに
白い小さな花をつけます。

ハマビシ今

海岸の砂
すな

浜
はま

に生えます。根元から四方に
茎
くき

を出し広がります。夏に葉のつけねに
小さな黄色い花をつけ、果

か

実
じつ

は 1cm ほ
どで丸く、するどいとげがあります。

トチカガミ今

ため池、湖、水路などで、水に浮
う

かんで
いる水草です。葉は丸く、葉の裏

うら

に浮
うき

袋
ぶくろ

があります。夏から秋に 3 枚
まい

の花びらを
もつ白い花を咲

さ

かせます。

明石いきものコラム明石のハマビシ　
　ハマビシは海岸の砂

すな

浜
はま

などに生える植物で、昔は播
はり

磨
ま

の海岸にも群
ぐん

落
らく

を
つくっていました。実にとげがあり、漁

りょう

師
し

が網
あみ

を干
ほ

すときに引き抜
ぬ

いていたという話が残
のこ

されています。
　しかし今ではハマビシは、国や兵

ひょう

庫
ご

県のレッドリストで絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

とされ、各
かく

地
ち

で絶滅が心配されています。
　明石の海岸でもかつてはハマビシが生育していたことが、残された記

き

録
ろく

や標
ひょう

本
ほん

からうかがえ
ます。1922 年に植物学者の牧

まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

が明石の浜でハマビシを採
さい

集
しゅう

した記録がありますし、
1959 年に明石の海岸で採

と

られた貴
き

重
ちょう

な標本が、人と自
し

然
ぜん

の博
はく

物
ぶつ

館
かん

に残されています。しかし
その後、埋

う

め立てなどにより、兵庫県内の多くの海岸ではハマビシは見られなくなりました。
　現在、県内で自生のハマビシが見られるのは淡

あわ

路
じ

島の富
とみ

島だけですが、明石市の藤
ふじ

江
え

海岸には、
海岸整

せい

備
び

のときに種
たね

が持ちこまれたと考えられているハマビシが生育しています。これは自然
に生えたものではないので、明石市レッドリストではハマビシは「今見られない」のカテゴリ
ーに区分しています。

藤江海岸の

ハマビシ保全エリア
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